
11月
よ
り
東
光
寺
小
学
校
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
ま
し

た
。
昨
年

10月
に
導
入
し
た
平
山
小

学
校
に
続
き
、
市
内
で
２
校
目
と
な

り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、

地
域
が
一
定
の
権
限
と
責
任
を
持
っ

て
学
校
運
営
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
地

域
に
開
か
れ
、
地
域
に
支
え
ら
れ
た

学
校
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
仕

組
み
で
す
。

東
光
寺
小
学
校
で
は
、
学
校
と
一

緒
に
校
庭
の
芝
生
を
維
持
・
管
理
す

る
「
み
ど
り
の
学
び
舎
応
援
隊
」
や

米
作
り
な
ど
の
農
業
体
験
や
昔
遊
び
、

読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
う
学
習
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
地
域

の
方
々
や
保
護
者
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登

下
校
時
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
ぐ
る

み
で
安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
指

定
を
受
け
、
東
光
寺
小
学
校
で
は
、

今
後
も
、
学
校
運
営
に
地
域
や
保
護

者
の
方
々
が
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

学
校
支
援
が
促
進
さ
れ
、
教
育
活
動

が
よ
り
充
実
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

（
学
校
課
）

発行 日野市教育委員会（編集 教育部学校課）

教
育

目
標

ひ

の

っ

こ

ら こ う 世 界 へ

び よ う と も に

く ろ う 夢 を

え よ う 自 分 を

紙面から
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小
学
校
６
年
生
及
び
中
学
校
３
年

生
を
対
象
に
、
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
が
文

部
科
学
省
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

日
野
市
の
結
果
は
、
小
学
校
で
は
、

国
語
の
知
識
に
関
す
る
問
題
と
活
用

に
関
す
る
問
題
、
算
数
の
活
用
に
関

す
る
問
題
に
お
い
て
は
、
平
均
正
答

率
が
、
全
国
や
東
京
都
に
比
べ
高
い

状
況
で
し
た
が
、
算
数
の
知
識
に
関

す
る
問
題
で
は
、
平
均
正
答
率
が
東

京
都
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
校
で
は
、
国
語
・

数
学
と
も
に
、
知
識
に
関
す
る

問
題
、
活
用
に
関
す
る
問
題
に

お
い
て
、
全
国
や
東
京
都
に
比

べ
、
平
均
正
答
率
は
高
い
状
況

で
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
正

答
率
が
低
か
っ
た
児
童
・
生
徒

の
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
り
、

身
に
付
け
た
力
を
活
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
少
人
数
指
導
の
充

実
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
な
ど
、

各
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
実
態
に
応

じ
た
取
組
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

（
学
校
課
）

日野市
東京都
（公立）

全 国
（公立）

小
６

国語Ａ 71.8 71.6 69.9

国語Ｂ 53.8 53.6 50.5

算数Ａ 79.3 79.7 78.7

算数Ｂ 60.2 58.7 54.8

中
３

国語Ａ 77.9 77.0 77.0

国語Ｂ 76.0 73.8 74.5

数学Ａ 66.7 62.6 62.7

数学Ｂ 60.8 56.8 56.9

※Ａは主として「知識」に関する問題、Ｂは主として
「活用」に関する問題です。

全国学力・学習状況調査結果

平
成

22年
度
入
学
予
定
者
に
対
す

る
学
校
選
択
希
望
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

希
望
調
査
の
結
果
は
表
の
と
お
り

で
す
。

「
選
べ
る
学
校
制
度
」
は
、
平
成

22年
度
の
入
学
予
定
者
か
ら
定
員
制

を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
定
員
を

超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

抽
選
で
入
学
者
を
決
定
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

希
望
調
査
の
結
果
、
小
学
校
で
は

す
べ
て
の
学
校
で
入
学
希
望
者
が
就

学
可
能
人
数
を
下
回
っ
た
た
め
、
全

員
が
希
望
す
る
学
校
に
入
学
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
七
生
中
学

校
と
三
沢
中
学
校
で
就
学
可
能
人
数

を
超
え
る
入
学
希
望
者
が
あ
っ
た
た

め
、

10月

31日
に
抽
選
会
を
実
施
し
、

待
機
の
順
位
を
決
定
し
ま
し
た
。待
機

者
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
私
立
学
校
等

の
進
学
状
況
に
よ
り
順
次
、
入
学
者

を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

（
学
校
課
）

「「「「
選選選選
べべべべ
るるるる
学学学学
校校校校
制制制制
度度度度
」」」」

希希希希
望望望望
調調調調
査査査査
のののの
結結結結
果果果果
報報報報
告告告告

学校名
就学可
能人数

学区内
人 数

希望者
（増）

他 校
選択者
（減）

私立等
希望者

入 学
希望者

小 学 校

一 小 120 98 17 26 89

二 小 120 113 7 13 107

三 小 80 63 5 8 60

四 小 160 104 31 12 123

五 小 80 56 15 10 61

六 小 160 148 10 1 157

潤 徳 小 160 116 41 11 146

平 山 小 120 105 6 13 98

八 小 160 139 13 9 143

滝 合 小 80 52 2 9 45

七 小 120 100 11 21 90

南 平 小 120 80 19 12 87

旭が丘小 120 104 5 3 106

東光寺小 120 77 3 3 77

仲 田 小 120 94 3 29 68

夢が丘小 80 62 6 5 63

七生緑小 120 102 4 13 93

合 計 2040 1613 198 198 1613

中 学 校

一 中 240 227 19 39 12 195

二 中 160 159 14 57 8 108

七 生 中 160 159 48 20 25 162

三 中 160 106 20 19 12 95

四 中 240 247 16 10 14 239

三 沢 中 280 302 48 25 22 303

大坂上中 240 256 21 20 17 240

平 山 中 160 107 17 13 7 104

合 計 1640 1563 203 203 117 1446

○
支
援
シ
ー
ト
は
、
平
成

22年
度
に

小
学
校
や
中
学
校
に
就
学
・
進
学
す

る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
幼
稚
園
・

保
育
園
等
の
園
児
、
小
学
校
の
児
童

の
発
達
面
、
人
と
の
か
か
わ
り
や
進

め
て
き
た
指
導
内
容
等
に
つ
い
て
、

「
就
学
支
援
シ
ー

ト
」・「

進
学
支
援

シ
ー
ト
」
を
用
い
て
、
小
学
校
や
中

学
校
に
引
き
継
ぎ
を
し
ま
す
。

○
引
き
継
い
だ
小
学
校
や
中
学
校
で

は
、
支
援
シ
ー
ト
に
書
か
れ
た
内
容

を
基
に
面
接
や
指
導
計
画
等
を
作
成

し
、
新
年
度
に
向
け
て
お
子
さ
ん
に

と
っ
て
よ
り
適
切
な
学
校
生
活
の
環

境
を
整
え
る
よ
う
配
慮
い
た
し
ま
す
。

○「
就
学
支
援
シ
ー

ト
」・「

進
学
支

援
シ
ー
ト
」
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

保
護
者
と
幼
稚
園
や
保
育
園
等
及
び

小
学
校
が
相
談
し
な
が
ら
、
支
援
シ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

○
支
援
シ
ー
ト
の
作
成
を
ご
希
望
さ

れ
る
保
護
者
は
、
在
籍
し
て
い
る
幼

稚
園
・
保
育
園
、
小
学
校
等
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ト
に
関
す
る
相
談
・
問
合
わ

せ
は
「
特
別
支
援
教
育
推
進
チ
ー
ム
」

電
話

５
８
５

－

１
１
１
１

（
内
線
５
２
６
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
内
の
特
別
支
援
学
級
に
通
う

子
ど
も
た
ち
が
、
日
ご
ろ
の
学
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
保
護
者

の
皆
様
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日

時
】

12月

11日（
金

）
午

前

９
時

30分
か
ら
午
後
１
時

40分

【
場
所
】
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
内
容
】
劇
、
音
楽
劇
、
合
奏
、

太
鼓
な
ど

○
連
絡
先
：
合
同
学
習
発
表
会
実

行
委
員
会

（
担
当
：
日
野
第
三
小
学
校
）

電
話
（
５
８
１

－

０
１
０
１
）

特
別
支
援
学
級

合
同
学
習
発
表
会
を
開
催

「
就
学
支
援
シ
ー
ト
」・

「
進
学
支
援
シ
ー
ト
」
の
活
用
を
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平
成

21年
度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

▲あいさつ運動には、多くの地域の方々も参加

東東東東光光光光寺寺寺寺小小小小学学学学校校校校 にににに

ココココミミミミュュュュニニニニテテテティィィィ････ススススククククーーーールルルルをををを導導導導入入入入
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のののの
っっっっ

子子子子
がががが

んんんん
ばばばば

っっっっ
てててて

いいいい
まままま

すすすす

郷
土
資
料
館
で
開
催
さ
れ
る
冬
の

行
事
を
紹
介
し
ま
す
。
伝
統
行
事
を

通
し
て
季
節
を
感
じ
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
宝
物
と
な
る
思

い
出
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

世
界
に
一
つ
手
作
り
の
正
月
飾
り

「
正
月
飾
り
を
つ
く
ろ
う
」

12月

12日（
土
）
１
～
４
時

わ
ら
を
使
っ
た
正
月
飾
り
作
り
を

通
し
て
、
食
べ
物
だ
け
で
な
く
生
活

に
欠
か
せ
な
い
素
材
「
稲
」
の
す
ば

ら
し
さ
や
、
手
作
り
の
良
さ
を
体
験
。

申
し
込
み

12月
１
日
か
ら
電
話
受

付
開
始
先
着

30人
（
小
３
以
上
。
小

２
以
下
は
大
人
と
一
緒
に
作
成
）

巨
大
な
炎
を
み
ん
な
で
囲
ん
で

郷
土
資
料
館
「
ド
ン
ド
焼
き
」

本
番
：
平
成

22年
１
月

10日（
日
）

獅
子
舞

10時
半
。
点
火
時
刻

11時

竹
を
骨
組
み
に
、
か
や
（
ス
ス
キ
）

で
つ
く
っ
た
小
屋
に
書
初
め
や
正
月

飾
り
を
つ
け
て
燃
や
す
迫
力
は
文
字

で
は
語
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
会
場
で
！

小
屋
組
は

12月

26日
。

「「「「「「「
正正正正正正正

月月月月月月月
飾飾飾飾飾飾飾
りりりりりりり

ととととととと
ドドドドドドド
ンンンンンンン
ドドドドドドド

焼焼焼焼焼焼焼
ききききききき
」」」」」」」

季
節

を
感

じ
る

行
事
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私
は
中
学
校
、
高
校
と
英
語
の
授

業
が
嫌
い
で
い
つ
も
赤
点
を
取
っ
て

い
ま
し
た
。
お
陰
で
大
人
に
な
っ
て

海
外
に
行
っ
た
時
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
周

り
で
外
国
人
と
会
話
を
し
て
い
る
友

達
を
見
る
と
羨
ま
し
く
見
え
ま
し
た
。

お
店
に
行
っ
て
も
、
自
分
が
欲
し
い

物
を
買
う
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
そ

の
時
に
買
っ
て
き
た
首
サ
イ
ズ
の
合

わ
な
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
着
る
と
懐
か

し
く
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
あ
る
時
、
「
一
人
で
海

外
に
行
け
る
よ
う
に
な
る
」
と
目
標

設
定
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
英

語
レ
ッ
ス
ン
（
も
ち
ろ
ん
初
級
コ
ー

ス
）
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
レ
ッ
ス
ン
を
始
め
て
何
年

か
し
た
こ
ろ
、「
古
谷
さ
ん
、
中
学

校
時
代
の
文
法
や
単
語
を
よ
く
覚
え

て
ま
す
ね
」
と
、
先
生
か
ら
褒
め
ら

れ
た
の
で
す
。
私
は
前
述
の
と
お
り
、

英
語
は
嫌
い
で
赤
点
ば
か
り
で
し
た

が
、中
学
校
時
代
の
英
語
が

30年
経
っ

た
今
、
蘇
え
っ
て
く
る
の
で
す
。
こ

れ
に
は
驚
き
で
す
。
英
語
は
嫌
い
で

試
験
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
勉

強
は
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

来
春
、
長
男
が
中
学
校
に
入
学
し
ま

す
。
試
験
が
で
き
な
く
て
も
し
っ
か

り
勉
強
し
て
お
い
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。 30年

前
の

英
語
が

蘇
え

る

日
野

市
立
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
協
議
会

会
長

古
谷

文
夫

七
生
中
学

校
七
生
中
学
校
が
、

�憧
れ
の
舞

台

�東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会
に

東
京
都
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。会
場
は
森
の
ホ
ー
ル
と
称
え
ら

れ
る
札
幌
キ
タ
ラ
ホ
ー
ル
。
演
奏

曲
は
「
プ
リ
オ
シ
ン
コ
ー
ス
ト
の

幻
想
」。
宮
沢
賢
治
の
詩
か
ら
生

ま
れ
た
作
品
で
す
。
こ
こ
ま
で
の

練
習
の
日
々
、
多
く
の
方
か
ら
の

声
援
、
掛
け
替
え
の
な
い
宝
物
を

胸
に
、
全
員
が
日
野
の
空
と
風
に

育
ま
れ
た
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

平
山
中
学

校

平
山
中
学
校
２
年
の
塩
谷
綸
さ
ん

が
、福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
中
学

校
水
泳
競
技
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

「
全
国
大
会
に
向
け
て
、
体
調
管

理
や
泳
ぎ
の
調
整
を
し
っ
か
り
行
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
大
会
で
は
、
思

う
よ
う
に
力
が
発
揮
で
き
ず
悔
い
が

残
る
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

悔
し
い
気
持
ち
を
バ
ネ
に
、
来
年
は
、

決
勝
に
残
れ
る
自
己
ベ
ス
ト
を
出
せ

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。」

（
塩
谷
さ
ん
記
）

日
野
市
合
唱
連
盟
の

40周
年
を
記

念
す
る
歌
詞
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
か
ら
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作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
賞
】
大
倉
優
枝
さ
ん
（
四
中
３

年
）【
入
賞
】
加
納
萌
さ
ん
（
一
小

５
年
）、

櫻
庭

美
香

子
さ
ん
（

二
中

２
年
）【
佳
作
】
朴
智
願
さ
ん（

旭
が

丘
小
６
年
）、

髙
橋
莉
子
さ
ん（

旭
が

丘
小
５
年
）、

高
橋

沙
耶
さ
ん
（

三

沢
中
３
年
）【
特
別
賞
】
小

林
真

純

さ
ん
（
三
沢
中
３
年
）

大
賞
に
選
ば
れ
た
大
倉
優
枝
さ
ん

の
作
品
「
空

－

み
ん
な
つ
な
が
っ

て
い
る

－

」
に
は
、
作
曲
家
の
岩
河

智
子
先
生
が
メ
ロ
デ
ィ
を
つ
け
、
素

晴
ら
し
い
記
念
曲
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

合
唱
連
盟
歌
詞

コ
ン
ク
ー
ル

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
ア
ニ
メ
か

ら
親
子
で
楽
し
め
る
映
画
ま
で
、
世

界
中
か
ら
厳
選
さ
れ
た
作
品
を
一
部

ラ
イ
ブ
・
シ
ネ
マ
（
声
優
の
吹
替
え
）

で
上
映
し
ま
す
。

上
映
作
品

『
HACHI

約
束
の

犬
』、

『
ピ
ン

グ
ー

』、『
ア

イ
ス

・
エ

イ
ジ

３
』、『

サ
ン
タ
が
街
に
や
っ
て
く
る
』

『
つ
み
き
の
い
え
』
ほ
か
。

日
時

12月

12日（
土
）・

12月

13日

（
日
）

10時
～

17時

30分

費
用

無
料

※
当
日
は
、
先
着
順
の
た
め
入
場
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
声
優
吹
替
え
体
験
》

対
象
小
学
３
年
生
～
中
学
生
（
※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

募
集
人
数

両
日
共
に
８
名
程
度

申
込
締
切

11月

25日（
金
）必
着

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
て
左
記

の
要
領
で
申
し
込
み
。
一
人
一
枚
厳

守▽
往
信
表
面

〒

154―
０
０
０
１

世
田
谷
区
池
尻
２
-４

-５
キ
ン
ダ
ー
･

フ
ィ
ル

ム
事

務
局
「
ク
リ
ス

マ
ス

フ
ァ
ミ
リ
ー
映
画
祭
・
声
優
吹
替
え

体
験
」
係

▽
往
信
裏
面

住
所
、
氏
名
、
性
別
、

学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
希
望

日（

12日
か

13日
の
ど
ち
ら
か
）、
体

験
し
て
み
た
い
理
由

▽
返
信
表
面

保
護
者
名
、
住
所
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

八
王
子
市
日
野
市
共
同
企
画

多
摩
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾

「
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
贈
り
物

～
ク
リ
ス
マ
ス

フ
ァ
ミ
リ
ー
映
画
祭
～
」

日
野
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る

「
東
京

ヴ
ェ
ル

デ
ィ
」
が
平
成

22年

１
月

30日（
土
）に

八
王
子
市
と
の
合

同
事
業
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
現
役
選
手
が

多
数
参
加
し
、
プ
ロ
の
技
を
指
導
し

て
く
れ
ま
す
。
本
物
の
技
と
感
動
を

味
わ
え
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
小
学
生
の
皆
さ
ん
は
こ
の
機
会

に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は

12月
１
日
号
広
報
参
照

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
前
に

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
を
応
援
に
行
こ
う

!!

12月
５
日（
日
）に
行
わ
れ
る
東
京

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ホ
ー
ム
最
終
戦
（
味
の

素
ス
タ
ジ
ア
ム
）
に
小
学
生
を
無
料

招
待
し
ま
す
。
市
内
体
育
施
設
等
で

特
別
チ
ケ
ッ
ト
引
換
え
カ
ー
ド
を
受

け
取
っ
て
下
さ
い
。
詳
細
は

11月

15

日
号
広
報
参
照
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

多
摩
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
・

サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

『HACH約束の犬』から

（C）Hachiko,LLC

庚
申
塔
は
庚
申
信
仰
に
伴
い
建
立

さ
れ
た

石
塔
で
す
。

庚
申

信
仰
は

「
庚

申
の

晩
に

眠
る
と

身
中
の

三 さ
ん尸 し

の
虫
が
天
に
昇
っ
て
天
帝
に
そ
の
人

の
過
失
を
告
げ
る
」
と
い
う
中
国
の

信
仰
と
、
日
本
の
信
仰
が
融
合
し
た

も
の
で
す
。
江
戸
時
代
に
庶
民
に
浸

透
し
、
庚
申
の
晩
に
人
々
が
集
ま
り
、

眠
ら
ず
に
過
ご
す
庚
申
講
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
講
を
何
度
か
行
っ
た

節
目
に
建
て
た
の
が
庚
申
塔
で
、
青

面
金
剛
像
な
ど
が
刻
ま
れ
、
人
々
の

祈
願
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
文
化
財
指
定
さ
れ
た
庚
申
塔

は
、
百
草
地
区
の
万
蔵
院
台
に
あ
り
、

宝
永

７
年

(１
７
１

０
）
に

当
時
こ

の
地
の
領
主
で
あ
っ
た
小
林
権
大
夫

正
利
が
建
立
し
た
一
基
と
、
そ
の
後

こ
の
地
の
住
民
が
建
立
し
た
三
基
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
宝
永
７
年
の

も
の
は
、
近
年
ま
で
節
分
の
豆
撒
き

や
、
初
午
に
赤
飯
を
供
え
る
な
ど
の

行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
庚
申
塔
は
、
領
主
と
住

民
が
建
立
し
た
も
の
が
一
体
に
な
っ

て
祀
ら
れ
、
両
者
の
関
係
を
示
す
好

資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建

立
の
由
来
が
明
ら
か
で
あ
り
、
近
年

ま
で
信
仰
行
事
を
伴
っ
て
い
た
点
で
、

日
野
市
の
民
間
信
仰
を
理
解
す
る
う

え
で
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年

９
月
に
文
化
財
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

宝永７年の庚申塔

日
野
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

万万
蔵蔵
院院
台台
のの
庚庚
申申
塔塔

（（ 四四
基基
））

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

昨
年
の
ド
ン
ド
焼
き

●どちらも会場は●

日野市郷土資料館
電話 042-592-0981

こ
う

し
ん

と
う

だ
い

い
ん

ぞ
う

ま
ん


